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2 P-65　　　　　　 高齢者と装い〈第５報〉

一知的満足感を伴うおしゃれによる変化一

山岸 裕美子（群馬社会福祉短期大学）

【目的】超高齢社会を迎えるに当たり、寝たきりの高齢者を増やさないこと、そのため

には高齢者がいつまでも活動的な日常生活を送れるような工夫をすることこそが求めら

れる。前回の発表内容である「知的興味に基づく服飾品の制作を通しての働きかけ」を

基盤とし、高齢者に対してアクセサリー作りとそれを身につけての“知的満足感を伴う

おしゃれ”を提言・実践した。特に長年にわたって着ている衣服でも、新しい形での要

素を与え装うことにより心的変化が生じる様子について、詳しく見ていくこととした。

【方法】群馬県内にあるケアハウス利用者に対し、絵画作品をブローチとして製作し、

その作品を日常のおしゃれに生かす働きかけを行った。 この際、精神的変化とそれに伴

う身体機能の変化の様子を客観評価するために、ケアハウス利用者の生活形態に即した

判断基準となる尺度表を作成し、利用者本人と職員の両側からの調査を行った。

【結果】長年着てきた衣服に好きな絵画の図柄のブローチを飾ることによって気分が変

わったため、日常生活の広範にわたり意欲につながる行動の変化が見られるようになっ

た。また特に、しばしば抑うつ的になってしまう利用者や、他者と意志の疎通をはかれ

ずヒステリックになることのあった利用者に関し、それらが改善される方向での顕著な

変化が見られた。

2 P-66 老人ホームにおける衣生活とおしゃれ行動の調査研究

○小林茂雄　　 市川淳子

（共立女大）

＜目的＞ 老人ホームの入居者の生きがい観や情動の活性化、衣生活のあり方、おしゃれ行

動などについて、施設へのアンケート調査の結果について第49回、第52回大会において報
告した。今回、再び「衣生活とおしゃれ行動に関するアンケート調査」を実施し、これま

での調査結果も加味しながら、老人ホームの衣生活と情動の活性化について考察した。
＜方法＞ これまでの調査方法と同様に入居者の介護の程度により、①特別養護老人ホーム

②養護老人ホーム､③軽費老人ホームの３グループに分けて、2000年10月中旬に郵送法によ
るアンケート調査を実施した。調査対象は各グループ100施設であり、調査票の回収率は、

特別養護68％、養護83％、軽費86％である。調査内容は、①生きがいを与えるための催し、
②施設の環境づくりへの配慮、③施設内での衣生活（衣服着用の規則、日常着と寝衣の区

別、着替え、衣服の入手と廃棄など）、④入居者用衣服に必要な条件、⑤おしゃれ意識と

行動（おしゃれへの関心、関心の男女差・年齢差、おしゃれに対するアドバイスの内容・
効果、おしゃれをさせる時、頻度、必要性）などである。

＜結果＞ 興味のあるいくつかの点について述べる。衣生活については、衣服着用の規則

を設けている施設は全体的には少なく、最も多い特別養護でも約22％であった。日常着と

寝衣の区別、着替えの行動、入居者用衣服に必要な条件は、特別養護・養護・軽費の間に
差がみられた。おしゃれ行動については、施設の種類に関係なくおしゃれの必要性、おし

ゃれによる精神的面への効果を認めていた。また、おしゃれへの関心は男性よりも女性の
ほうが高いが、おしゃれの関心と年齢とは関係がないとの回答が多かった。
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